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JICA の開発教育支援 

 

グローバル化が進む世界では、地球に住む私たち自身が自らのライフスタイルを見つめな

おし、国際社会が抱える課題に取り組むことが急務となっています。 

 貧困・環境・人権などの様々な課題を抱える地球が、より持続可能な方向へシフトするに

はどうしたらいいのでしょうか？ 

 持続可能な開発のための教育（ESD）にも挙げられているように、その解決に向けての鍵

の１つは「教育」にあると考えられています。 

 相互依存が深まる世界において、開発途上国が直面する多様な課題を自分たち自身の問

題として考え、その解決のために自ら行動に移すことのできる人間を育成するために、開発

教育・国際理解教育への関心はますます高まるばかりです。 

 JICA 関西では、開発途上国における技術協力事業、資金協力事業で培った経験、人材や

ネットワークを活用し、国際協力出前講座、JICA 関西施設訪問、教師海外研修、開発教育

指導者研修等の開発教育支援事業を関西地域で広く実施し、地域での開発教育・国際理解教

育を支援しています。教師海外研修は、その事業の一つです。 

 

教師海外研修とは… 

 

I.研修目的 

開発教育・国際理解教育に関心を持つ教員を対象に、実際に開発途上国を訪問することで、

開発途上国が置かれている現状や国際協力の現場、開発途上国と日本との関係に対する理

解を深め、その成果を、学校現場での授業等を通じて、次代を担う児童・生徒の教育に役立

ててもらうことを目的として実施しています。 

 小学校・中学校・高等学校・特別支援学校などの教員に、JICA が協力を行っている開発

途上国での 10 日程度の海外研修に、参加していただきます。 

 帰国後は、海外研修で得た経験を、参加した先生自身に自分の教室で子ども達に伝えてい

ただきます。さらに、その経験をそれぞれの学校の所在地域において広く発信していただき、

開発教育・国際理解教育の実践者として活躍いただくこともねらいとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

教師海外研修概要 
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II.教師海外研修の流れ 

()内は 2019 年度の日程です。 
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事前研修① 

(1)日時:2019年 6月 9日（日）10:00～17:00 

(2) プログラム内容 

 
 

事前研修② 

(1)日時:2019年 7月 6日（土）10：00～7日（日）17：00 

(2)プログラム内容 

【第 1日目：7月 6日】 

 

 

国内研修 
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【第 2日目：7月 7日】 

 

事後研修 

(1)日時:2019年 8月 25日（日）10：00～17：00  

(2) プログラム内容 
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研修日程(ルワンダ) 

2019 年 8 月 4 日(日)～8 月 14 日(水) 10 泊 11 日(移動日含む) 

 

海外研修 
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ルワンダ共和国 

(Republic of Rwanda) 

 

 
 

首都：キガリ（Kigali） 

面積：2.63 万平方キロメートル 

人口：1,230 万人（2018 年，世銀調べ）  

民族：フツ，ツチ，トゥワ（なおこれらを示す身分証明証は廃止されている） 

言語：ルワンダ語，英語（2009 年公用語に追加），フランス語，スワヒリ語  

宗教：キリスト教（カトリック，プロテスタント），イスラム教 

政体：共和制 

主要産業：農業（コーヒー，茶等） 

GDP(名目)：95.09 億ドル（2018 年，世銀） 

一人当たり GDP：780 米ドル（2018 年，世銀） 

通貨：ルワンダ・フラン 

日本の援助実績：（1）有償資金協力（2017 年度まで,E/N ベース）192.08 億円 

        （2）無償資金協力（2017 年度まで,E/N ベース）442.95 億円 

        （3）技術協力実績（2017 年度まで,JICA 経費実績ベース） 

 157.58 億円 

主要援助国（2017 年度）：（1）米国（2）英国（3）オランダ（4）ベルギー 

在留邦人数：134 人（2017 年 10 月現在） 

在日ルワンダ人数：101 人（2018 年 12 月現在） 

 

（2019 年 12 月付外務省ホームページより） 

研修国概要 
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ICT イノベーションエコシステム強化プロジェクト 

協力期間 2017 年 11 月〜2020 年 11 月 

ルワンダは 2000 年代に「ICT（情報通信技術）立

国」を掲げ、国内外の多くの投資家を魅了し、戦後

の復興と高い経済成長率を実現してきました。この

プロジェクトでは、ICT 関係者や新規参入企業、投

資家、教育機関など国内外の関係者が連携して新規

ビジネスを立ち上げるための環境基盤となる「ICT

イノベーションエコシステム」の強化を目指してい

ます。「knowledge=知識」の頭文字を取った「k-ラ

ボ」を設立し、起業家の支援を行っています。 

 

 

コーヒーバリューチェーン強化プロジェクト 

協力期間：2017 年 5 月～2020 年 5 月 

全人口の約 8 割が農業に従事するルワンダでは、

農業セクターがGDPの約3割（輸出総額約4割）

を占め、国家経済にとって重要な役割を果たして

います。中でもコーヒーは農水産物の輸出 8 割を

占める代表的な輸出産品です。このプロジェクト

はルワンダ産コーヒーのバリューチェーンを強

化して市場競争力を高めることを目標に、コーヒ

ー輸出体制の整備を行っています。 

 

 

学校ベースの現職教員研修の制度化・質の改善プロジェクト 

協力期間：2017 年 1 月～2019 年 12 月 

ルワンダにおける初等教育の純就学率は 96.8％*と高

い数値を誇る一方で、修了率は 61.3％*に留まってい

ます。また、小学校 3 年生に期待される読み書き・計

算能力には約 4 割の生徒が到達せず*、教育の質に課

題を抱えています。このプロジェクトは教員向けガイ

ドラインや授業計画マニュアルの開発、また教員への

授業研究支援などを通して、ルワンダにおける教育の

質の向上を目指しています。(*教育省調べ) 

主要な JICA プロジェクト ～ルワンダ～ 

更にルワンダのプロジェクト情報を知りたい方は JICA ウェブサイトをご参照ください。 

https://www.jica.go.jp/rwanda/ 


